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燃え上がるとんど

社
会
福
祉
法
人

「
は
ぐ
く
み
の
里
」
の
紹
介

当
施
設
は
平
成
1
2
年
4
月
に
精
神
障
が
い
者

の
方
の
支
援
を
目
的
と
し
て
設
立
し
、
温
品
の
地

域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
、
間
も
な
く
1
7
年
に
な

り
ま
す
。

障
が
い
を
持
た
れ
た
方
（
以
下
利
用
者
）
　
の
就
労

支
援
と
し
て
、
パ
ン
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

通
常
で
は
平
日
1
5
時
5
0
分
か
ら
1
6
時
5
0
分
ま

で
青
空
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
製
造
し
た
パ
ン
な
ど
を
区
役
所
等
で
販
売
す

る
こ
と
も
利
用
者
の
仕
事
と
し
て
行
っ
て
い
ま

す。

「
ひ
ば
り
食
堂
」
と
言
う
名
前
で
毎
日
の
昼
食

作
り
を
利
用
者
の
仕
事
と
し
て
行
っ
て
お
り
、
1

食
5
0
0
円
で
ど
な
た
で
も
召
し
上
が
っ
て
い

た
だ
け
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
日
の
場
合
や
人
数
に
よ

っ
て
は
対
応
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

温
品
第
1
公
園
・
第
2
公
園
・
第
7
公
園
の
公

園
清
掃
も
利
用
者
の
仕
事
と
し
て
行
い
、
暑
い
目

も
寒
い
日
も
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
他
に
施
設
内
で
も
軽
作
業
や
所
内
清
掃

な
ど
、
そ
の
人
そ
の
人
の
ペ
ー
ス
に
合
っ
た
働
き

方
や
仕
事
が
で
き
る
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
を
す
る
こ
と
が
難
し
い
段
階
の
利
用

者
の
方
の
た
め
に
外
出
で
き
る
機
会
や
、
行
き
場

と
し
て
の
提
供
や
楽
し
ん
で
通
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

行
事
の
運
営
に
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

の
力
を
お
借
り
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
障

が
い
を
持
た
れ
た
方
や
保
護
者
な
ど
か
ら
面
談

や
電
話
な
ど
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
障
が
い
を
持
た
れ
た
方
が
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
、
介
護
保
険
の
ケ
ア
プ
ラ

ン
と
同
じ
よ
う
に
プ
ラ
ン
が
必
要
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
作
成
業
務
及
び
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ます。毎
年
4
月
に
は
「
は
ぐ
く
み
の
里
春
祭
り
」
を

地
域
の
皆
さ
ま
に
施
設
へ
自
由
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
け
る
機
会
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
、

女
性
会
や
町
内
会
な
ど
の
地
域
団
体
や
保
育
園

や
幼
稚
園
、
小
学
校
や
中
学
校
、
高
校
の
学
校
関

係
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
か
ら
お
力
添
え
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
平
成
2
9
年
4
月
8
日

（
土
）
　
に
開
催
し
ま
す
。

「
と
ん
ど
」
　
は
数
年
前
か
ら
、
温
品
の
森
垣
内

町
内
会
と
の
共
催
で
行
い
、
地
域
の
方
と
共
に
造

り
上
げ
て
い
く
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
っ
て
い
ま

す。
は
ぐ
く
み
の
里
は
設
立
当
初
か
ら
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
や
バ
ザ
ー
な
ど
へ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
に
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
も
は
ぐ
く

み
の
里
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
は
ぐ
く
み
の
里
　
管
理
者
　
福
田
　
誠
）



37号平成29年　3月1日　　　　　　ぬくしな社協だより

平成29年度『ふれあいいきいきサロン』の開催（全会場10時～11時30分）

∠ゝ コミ �憩いの館おおもり会場（地域 ��下温品集会所会場（ワクワク健 ��温品公民館会場（ボランティア 

場 �の高齢者の溜まり場サロン） ��康体操サロン） ��“ぬくもり”相談日と同時開催） 

開催日＝第2金曜日 ��開催日＝第3金曜日 ��開催日＝第4金曜日 

月 �日 � �日 � �日 � フ‾－マ ��フ‾－マ ��フ‾－マ 

4 � �年度初めのため休み �21 �ハイキング �28 �認知症予防について （尾崎） 

5 �12 �認知症予防について �19 �認知症予防を通して �26 �消費者被害について 

（尾崎） ��（福田） ��（福永） 

6 �9 �消費者被害について （福永） �16 �写真立てを作成し思い 出話をする �23 �健康体操（遠原） 

7 �14 �健康体操（遠原） �21 �防災について （木村防災士） �28 �サロンひまわり 

8 �／ �お休み �／ �お休み �　／ �お休み 

9 �8 �低栄養予防について �15 �熟年講座　公民館だよ �22 �低栄養予防について 

（下森） ��りで ��（下森） 

10 �13 �成年後見人制度につい �20 �サロンいきいき �27 �成年後見人制度について 

て（池田） ����（池田） 

11 �10 �介護予防について （尾越） �17 �フィットネス体操 （山崎病院集合） �24 �サロンいきいき 

12 �8 �サロンいきいき �15 �冬に向かって健康体操 （横山） �∴ �お休み 

1 �／ �お休み � �お休み �26 �介護予院について（尾越） 

2 �「－ 　9 �認知症予院について �且の �転倒予陳体操（昨年度よ �23 1 �健康寿命を延ばすだめに 

（下森） ��り2回目） ��（池田） 

3 �9 �介護予院について （尾越） �且㊨ �健康体操（東区スポーツセ ンター集合） �塞3 �介護予院について‘尾騎） 

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

み
な
さ
ん
ー
・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
　
（
参
加

者
と
し
て
、
時
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
）

ち
ょ
こ
っ
と
気
楽
に
の
ぞ
い
て
見
て
下
さ
い
。

サ
ロ
ン
の
感
想
　
　
　
八
塚
照
美

サ
ロ
ン
に
誘
わ
れ
て
3
年
余
に
な
り
ま
す
。

毎
回
年
配
の
方
が
2
0
人
ぐ
ら
い
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
の
支
援
制
度
や
介
護
予
防
の
話

を
聞
い
た
り
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
簡
単
に

で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
、
教
え
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
日
時
か
ら
は
馬
木
・
温
品
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
講
師
に
よ
る
、
具
体
的
な
支
援
の

申
請
の
仕
方
な
ど
即
答
し
て
も
ら
え
る
こ
と

や
、
頭
の
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
の
効
果
な
ど
を

教
え
て
も
ら
え
ま
す
。

と
に
か
く
楽
し
い
。
も
っ
と
多
く
の
人
が
参

加
す
る
と
い
い
の
だ
が
と
思
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

電
話
　
2
8
9
－
1
8
4
0

社
協
福
祉
部
会
　
大
谷
豊
美
ま
で
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一級河川府中大川（通称温品川）の改修

及び県道広島中島線道路改良事業の計画発表について

去る1月13日・14日の両日、長年懸案でありました　一級河川府中大川の改修事業及び県道広島中島線の道

路改良事業について、地権者や近隣の関係者に対し広島県・広島市から計画案が示されました。

1．河川事業

繚高言∴∴　∴譲

（1）事業区間　　金碇橋付近　～　第二神前橋付近　　約550m

（2）工事内容

①計画河川幅…17．35m　（現状11．00m）

②計画水深……2．4m

③治水安全度…100請／S　（現状　58n封S）

④橋の掛け替え‥・3橋（金碇橋、明神橋、第二神前橋）

（3）完成年度　　平成30年代後半（目標）

2．道路事業 

（1）事業区間　　新鶴江橋付近　～　下温品交差点付近　　約800m 

（2）工事内容 

①河川事業区間…標準道路幅10．5m （片側1車線3．5m…路肩込道路西側歩道3．5m） ②第二神前橋付近～下温品交差点付近…標準道路幅12．0m 

（片側1車線　3．5m…路肩込　　　両側歩道　　2．5m） 

（3）完成年度・平成30年代後半（目標） 

計画段階では、河川は現状の倍程度の治水安全度が見込まれており、道路についても、歩道は整備され、車

道は道路の曲がりをできるだけ排除し、大型トラックや大型バスの離合などに十分な配慮が見られ、大幅な渋

滞緩和につながるものと期待されます。住民の皆さまには、いろいろと立場上の違いはあろうかと存じますが、

計画は示されたばかりですので、温品地区の10年後の姿を夢見て、意見を出しながらしっかり見守っていき

ましょう。

（温品学区社会福祉協議会　　中谷正憲）
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道路改良＆河川改修計画　位置図（案）

【下温品交差点付近】から �「∴∴∴ 

【新鶴江橋付近】までが、 �＿蕪‾海野 

「道路改良計画区間」とし �懸‾‾‾触 

て検討されています。 �∴ 
‾㌢∴∴∴衰 

㌢ 与∴ ������� � 
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∴ �鶏 姦 � � � 

欝河川改修計画区間 　として検討されて ∴　∴ �繋 �∴∴ � � � �∴ 

∴ 畿 膏 

「∴ �∴ � �子 � ���藻　います。 
∴子 ���� � 

∴ 沌 �iくわ十ii！ ����へi：駆三朝 ∴∴ 

遵躍改良＆河川改修計画頗準醜聞圃（寮）

ここが現在の車道です。ここまで河川を広げることで、台風や大雨 

時の氾濫が、今以上に起こりにくくなります。 

‾善言‾‾‾‾‾‾‾‾‾　　　　　一一一詰 ∴∴∴ 

：∴ � � � �∴： ∴ ㌢∴声、〉 

† � � �間髪＝＝＝＝‾二三＝三尊iiii拐　　　＝≡萎響　くマ 

∴一　　　　　∴∴∴一∴∴∴∴∴∴ 

こちらが新たにできる車道です。現在は歩道が狭く人と自転車の離合が困難な個所もありますが、 

十分なスペースが確保される予定です。 
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研修会の様子

ぬくしな社協だより（5）

温品きんさい音頭を踊る参加者の皆さん

ふ
れ
あ
い
イ
キ
イ
キ
サ
ロ
ン
の
防
災
研
修
会

温
品
社
会
福

祉
協
議
会
福
祉

部
会
主
催
の

「
ふ
れ
あ
い
い

き

い

き

サ

ロ

ン
」
が
1
月
2
7

日
に
温
品
公
民

館
で
あ
っ
た
。

毎
月
1
回
3
会

場
で
実
施
さ
れ

て
お
り
、
6
5
歳
以
上
な
ら
参
加
は
自
由
だ
。
特
に
、
一

人
暮
ら
し
や
日
中
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
参
加
を
歓

迎
し
て
い
る
。

今
回
は
、
地
元
温
品
在
住
で
防
災
士
の
資
格
を
持
つ

木
村
隆
明
さ
ん
（
7
2
）
が
地
元
の
身
近
な
防
災
の
話
を

し
た
。
寒
い
時
期
で
も
あ
り
い
つ
も
よ
り
は
少
な
い
1
3

人
の
参
加
だ
っ
た
。

「
広
島
県
は
土
砂
災
害
危
険
個
所
が
全
国
一
多
い
。

温
品
に
も
、
土
砂
災
害
や
、
急
傾
斜
地
、
土
石
流
、
浸

水
危
険
個
所
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
大
正
1
5
年
に
起

き
た
川
の
氾
濫
で
4
名
の
死
者
を
出
し
て
お
り
、
そ
れ

を
記
念
に
残
す
碑
も
建
っ
て
い
る
。

避
難
警
報
が
出
て
も
避
難
で
き
な
い
の
は
　
（
先
延
ば

し
、
集
団
同
調
性
、
日
常
維
持
の
法
則
、
オ
オ
カ
ミ
少

年
効
果
）
　
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。
何
か
あ
っ

た
時
に
は
ど
う
す
る
か
、
そ
こ
に
は
リ
ー
ダ
ー
が
必
要

と
な
る
。

川
土
手
に
咲
く
桜
も
、
花
を
愛
で
る
た
め
に
出
か
け
土

手
を
歩
く
こ
と
で
、
土
手
を
踏
み
固
め
る
効
果
が
あ
る
。

昔
は
、
冠
婚
葬
祭
は
家
で
行
っ
て
お
り
、
そ
の
時
に
家
の

中
を
あ
ち
こ
ち
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た
も
の
だ
。
」
な
ど
の
話

が
あ
っ
た
。

木
村
さ
ん
は
　
「
わ
が
家
の
生
活
防
災
カ
レ
ン
ダ
ー
」
　
の

チ
ェ
ッ
ク
表
を
作
っ
て
い
る
。
町
内
を
散
歩
す
る
時
に
町

内
の
チ
ェ
ッ
ク
も
行
う
。
今
の
時
代
は
町
内
会
へ
の
加
入

率
も
減
っ
て
き
て
お
り
、
町
内
ご
と
の
防
災
も
難
し
い
時

代
に
な
っ
て
い
る
。

避
難
所
等
の
把
握
を
す
る
た
め
に
ラ
ン
プ
が
つ
く
手
づ

く
り
マ
ッ
プ
や
、
雨
量
計
も
作
っ
た
。
木
村
さ
ん
は
日
々

町
内
の
防
災
に
気
を
配
り
つ
つ
、
他
学
区
へ
も
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
出
か
け
て
い
る
。

参
加
者
の
八
塚
照
美
さ
ん
　
（
8
4
）
　
は
　
「
日
ご
ろ
の
挨
拶

や
声
か
け
の
必
要
性
を
感
じ
た
。
定
例
の
町
内
掃
除
後
に

も
少
し
の
時
間
集
ま
り
交
流
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ

た
。
」
　
と
話
し
て
い
た
。

（
広
報
部
　
宮
武
加
代
子
）

今
年
度
も
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

温
品
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
っ
て
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
「
敬
老
会
」
　
は
、
4
1
回
目
を
数
え
、
今
年
度
も

平
成
2
8
年
9
月
1
9
日
（
祝
）
に
温
品
小
学
校
体
育
館
に
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

7
5
歳
以
上
の
敬
老
会
参
加
対
象
者
は
、
弼
人
で
当
日
参

加
さ
れ
た
方
は
、

1
2
7
人
で
し
た
〇
白

寿
2
人
、
米
寿
2
8

人
の
方
々
に
記
念

品
の
贈
呈
を
行
い

ま
し
た
。

例
年
の
よ
う
に

物
故
者
へ
の
黙
と

う
、
社
会
福
祉
協

議
会
中
谷
正
憲
会

長
挨
拶
、
長
寿
者

紹
介
お
よ
び
記
念
品
の
贈
呈
、
来
賓
滝
介
と
書
出
由
美
東

区
長
の
祝
辞
、
温
品
小
学
校
児
童
の
作
文
掠
露
　
温
品
交

番
か
ら
の
交
通
安
全
・
特
殊
詐
欺
へ
の
注
意
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

祝
宴
は
佐
藤
允
俊
老
年
会
会
長
の
開
宴
の
こ
と
点
に
始

ま
り
、
乾
杯
を
行
い
余
興
に
入
り
ま
し
た
（
－
今
年
‥
ほ
広
島

東
洋
カ
ー
プ
の
2
5
年
振
り
の
セ
・
リ
ー
グ
優
勝
も
あ
り
、

子
ど
も
会
育
成
会
に
よ
る
　
「
そ
れ
ゆ
け
カ
ー
プ
一
の
合
唱

に
は
、
壇
上
の
子
ど
も
達
と
参
加
者
o
来
賓
・
ス
タ
ッ
フ

一
同
が
一
体
と
な
っ
て
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
会

場
は
興
奮
の
る
つ
ぼ
と
な
り
ま
し
た
。

会
の
運
営
、
実
行
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
お
や
じ
音

楽
部
の
メ
ン
バ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
、
女
性
会
、

小
・
中
学
校
P
T
A
、
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
、
民
生
委

員
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
敬
老
会
実
行
委
異
　
常
光
泰
章
）
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第
8
回
温
晶
町
民
駅
伝
大
会
報
告

1
2
月
の
初
め
大
会
の
看

板
を
公
民
館
前
に
掲
げ
た
こ

ろ
か
ら
温
品
川
周
辺
を
走
る

人
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
大
会
1
週
間
前
は
、
小

雪
の
降
る
中
を
親
子
で
、
グ

ル
ー
プ
で
、
一
人
で
と
白
い

息
を
吐
き
な
が
ら
練
習
し
て

い
た
。
そ
れ
を
見
て
、
私
も

大
会
を
無
事
に
成
功
さ
せ
な

く
て
は
と
気
合
が
入
る
。

当
日
、
途
中
か
ら
、
雨
が

大
　
人
　
の
　
部
　
　
1
位
　
A
H

2
位
　
宮
ノ
下
ク
ラ
ブ

3
位
　
山
崎
病
院
陸
上
部

（
温
品
学
区
体
育
協
会
副
会
長
　
宮
尾
里
美
）

葦
阜

降
り
出
し
た
が
、
肌
人
の
選
手
と
走
路
員
の
皆
さ
ん
、

応
援
し
て
く
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

成
　
　
績

親

　

子

　

の

　

部

1
位
　
岡
　
敦
志
・
環
花

2
位
　
松
谷
智
恵
・
仁
湖

3
位
　
福
島
綾
子
・
陽
太

福
祉
の
輪

●
と
ん
と
協
賛
の
ご
紹
介

本
年
1
月
8
日
開
催
で
準
備
し
て
お
り
ま
し
た
　
「
温
品

学
区
と
ん
ど
祭
り
」
　
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
残
念
な
が
ら

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
　
「
と
ん
ど
祭
り
」
　
に
は
多
く

の
方
々
か
ら
ご
協
賛
・
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
賜

り
ま
し
た
協
賛
金
は
　
「
と
ん
ど
祭
り
」
　
の
準
備
に
費
や
し

た
費
用
の
ほ
か
、
広
く
社
会
福
祉
協
議
会
全
般
の
諸
行
事

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

紙
上
を
お
借
り
し
て
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
学
生
　
の
　
部

中
学
生
女
子
の
部

中
学
生
男
子
の
部

ラ
ン
＆
5

ヤ
ン
グ
ウ
ル
フ
B

ソ
フ
ト
魂
2
0
1
7

温
中
陸
上
女
子

女
バ
ス

テ
ニ
ス
女
子

温
中
陸
上
男
子

温
中
サ
ッ
カ
ー
A

温
中
野
球
部
A

●
寄
付
の
ご
紹
介

左
記
の
方
か
ら
、
温
品
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
賜
り
ま
し
た
善
意
は
　
「
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」
　
推
進
事
業
の
協
賛
金
と
し
て
、
広
く
社
会

福
祉
協
議
会
全
般
の
諸
行
事
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

金
一
封
　
　
温
品
七
丁
目

備
秀
山
　
正
光
寺

住
職
　
教
重
賢
次
様

金
一
封
　
　
温
品
六
丁
目

土
本
善
憲
様


